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■オンネット統合メニュー(社内）

【オンネット統合メニュー(社内）】
・オンネット統合メニュー(社内）（以下、社内用メニューという）は、社内ネットワーク内利用を前提にしています。
・メニューシステムはWindows画面（WPF）で構築されています。
・メニューシステムは、ローカルPC側に自動配布され、ローカル側、クラウド側のプログラムを起動します。
・社外からも利用可能です。但し、社外利用であっても、VPN利用、UUID管理、IPアドレス制限により、社内ネットワ
ークの一部として管理するこうとが重要です。

固有番号：UUIDを
管理している。

利用者によるPC情報登録をする。
購入時の台帳と照合すれば、正確な構成管理
が可能となる。

利用者によるPC情報登録をする。
購入時の台帳と照合すれば、正確な構成管理
が可能となる。

メニューは、三階層で管理されて
いる。
メニューのデザインは、任意に変更
可能。

第一階層

第二階層

第三階層

ID/パスワードを入力

必要により、自分のPC
情報を登録します。

システム管理部
門からの通知
事項を表示し
ます。

ボタン押下によりプログ
ラム起動します。



■オンネット統合メニュー(社外）①　＊メール存在確認編

予め登録されているメ
ールアドレスと照合さ
れている。

この処理まで完了する
とメニュー利用が可能
になる。

【オンネット統合メニュー(社外）】
・オンネット統合メニュー(社外）（以下、社外用メニューという）は、社員のモバイル端末利用、取引先（得意先、発注先）の利用を想定して
います。
・不特定多数者の利用も可能と考えていますが、2023.12.31現在、利用者は上記範囲となっています。
・メニューシステムは、HTTPによる表示としています（スマホ、タブレット、PC）。開発はマイクロソフト社の.NET　Coreを利用しています。
・利用に先立ち、「利用者のメール存在チェック」を行います。

「アカウント確認コード
を送信」を押下

「未完了」が通知される

リンクをクリックすると
「アカウント確認」が
終了する



123456

Authenticator

123456

Authenticator

Authenticatorを利用する場合は、
スマホの「認証コード」（ワンタイムパ
スワード）と連動する。

予め、連動設定（アプリインストール、
当サイトとの連携付け）をしておく。

メールもしくは、SMSに認証コードが送
られる

②メール、SMS利用の場合

■オンネット統合メニュー(社外）②　＊多要素認証編
【オンネット統合メニュー(社外）】

認証方式として、

①Authenticator方式
②メール・SMS方式
③ID/パスワード方式
があります。
守るべき情報と利用者負担とを勘案して認証方式を選択する必要
があります。

業務画面

③ID/パスワードのみの場合

「認証コード」を入力す
る。



■オンネット統合メニュー(社外）③　＊メニュー例

【オンネット統合メニュー(社外）】
認証を通過すると、メニューが表示されます。ブラウザ利用なので、メニューを複雑に表示する必要性は無いと思います。
一方で、今後の技術進歩により、高度なメニュー処理が必要になることも考慮しています。
開発は、Windowsメニュー機能と同期して行っています。

第一階層

第二階層

第三階層

表示幅に合せてメニューの表示を自動変更させています。レスポンシブ用メタタグ 
Bootstrap を利用しています。

メニューは、三階層で管理されて
いる。
メニューのデザインは、任意に変更
可能。



【オンネット統合メニュー構造定義説明】
・社内、社外のメニューの構造は、XMLで定義する。
・社外認証は、得意先、発注先、社員を対象にする。不特定利用者も登録可能。
・役割は、社内、社外で共通に管理する。

得意先
マスタ
得意先
マスタ

■オンネット統合メニュー④　＊構造定義編

発注先
マスタ
発注先
マスタ

社内認証
（社員）
マスタ

社内認証
（社員）
マスタ

社外認証
マスタ

社外認証
マスタ

組織
マスタ
組織
マスタ

社内認証メニュー
社外認証メニュー

メニュー構成は、XMLで定義する

外部認証は、得意先、発注先と
社員と結びつける

役割
マスタ
役割
マスタ


	オンネット統合メニュー全体説明.vsdx
	表紙
	メニュー（社内）
	メニュー（社外）①
	メニュー（社外）②
	メニュー（社外）③
	メニュー構造定義


